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情
報
ガ
イ
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□
市
政　

□
暮
ら
す　

□
教
育
・
子
育
て
・
キ
ッ
ズ　

□
学
ぶ
・
楽
し
む　

□
募
集　

□
官
公
庁
な
ど

主に市からのお知らせを掲載します
「定員」は原則として先着順、「場所」の掲載がない催しは
問合せ場所が会場、「費用」の掲載がないものは無料です
公式ホームページにはさらに多くの情報があり、公民
館などに設置してある公共施設予約端末でもご覧い
ただけます

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

公式ホームページ　http://www.city.sayama.saitama.jp/
モ　バ　イ　ル　http://www.city.sayama.saitama.jp/mobile/
市役所の所在地　〒350-1380 狭山市入間川1-23-5

情報ガイド情報ガイド情報ガイド

前列左から廣岡幹事長、髙橋副会長、末村会長、
市村副会長、齊藤顧問、後列左から半貫地区連
合会長、加藤地区連合会長、天野地区連合会長、
関口地区連合会長

狭
山
市
自
治
会
連
合
会

　

平
成
25
年
度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。自
治
会
連

合
会
は
、「
輪
に
な
っ
て
地
域
と
と
も
に
住
み
良
い
狭

山
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、単
位
自
治
会
や
地
区
自
治
会
連

合
会
、狭
山
市
と
連
携
を
密
に
し
、自
治
会
相
互
の
交
流

を
深
め
、地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

一
年
間
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

〇
市
連
合
会
役
員
／
会
長
末
村
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副
会
長
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村
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副
会
長
髙
橋
和
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事
長
廣
岡
忠
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顧
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修
司

〇
各
地
区
連
合
会
長
／
入
間
川
市
村
剛　

入
曽
関
口
武

男　

堀
兼
天
野
一
男　

奥
富
加
藤
利
男　

柏
原
半
貫

敏
夫　

水
富
廣
岡
忠
男　

新
狭
山
髙
橋
和
昌　

狭
山

台
末
村
仁

みん
なでつなぐ

市民リレー

　私の宝物は、庭のツゲの木

です。この鶴亀の形をした木

は、父が「素人が苗木から育て

た植木なのでとてもかわいい」

と大切にしていたもので、樹齢

約50年になります。

　もともとは、普通の松の木の

ように丸くするには不格好な木でした。この

木を見ながら「ここを伸ばせば羽になるな」な

どと父とふたりで考え、竹を使って矯正し、今

の鶴亀の原型を形作ったころが懐かしく思い

起こされます。その父も亡くなって２年が経

ちました。来客者も「珍しい植木、よく作った

ね」と褒めてくれます。鶴と亀は縁起物でもあ

り、福を招くとい

われます。父の思

い出とともにある

このツゲの木を、

これからも宝物と

して大事に守って

いきたいです。

私の宝物 …

亀の甲羅に乗った鶴

白倉福彦さん
（青柳在住）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

温
か
い
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
中
央
公
民
館
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク

ル
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
に
３
千

５
７
０
円

▼
ヤ
オ
コ
ー
入
曽
店
か
ら
社
会
福

祉
の
た
め
に
１
万
２
千
４
７
２
円

地
域
福
祉
活
動
環
境
整
備

事
業
費
補
助
金
を
交
付

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
福
祉
関
係
団
体
な
ど
が
行

う
活
動
に
対
し
て
、３
年
間
を
限

度
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。ぜ

ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
申
請
日
か
ら
起
算
し
て
過
去

１
年
以
内
に
、市
民
が
主
体
と
な
っ

て
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
任
意

団
体　

※
類
似
す
る
公
的
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
い
る
団
体
を
除

く　

対
象
事
業
▼
地
域
住
民
の
支

え
合
い
に
よ
り
、福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業 

▼
地
域
福
祉

の
担
い
手
を
養
成
す
る
事
業 

▼

地
域
福
祉
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
先
進
的
な
事
業　

補
助
限
度
額

年
20
万
円（
最
長
３
年
以
内
）　

申

請
期
限
７
月
８
日
㈪　

※
７
月
16

日
㈫
、地
域
福
祉
推
進
会
議
で
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
採
否
を

決
定　

申
込
み
申
請
書（
福
祉
課

に
用
意
）を
同
課
へ
内
線
１
０
１
０

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

が
移
転

　

７
月
１
日
㈪
か
ら
、同
セ
ン
タ

ー
が
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー（
富
士
見
１
‐
１
‐
11
）内
へ
移

転
し
ま
す
。

利
用
時
間
平
日
の
９
時
〜
17
時　

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　

問
合
せ

同
セ
ン
タ
ー
へ
☎
２
９
５
４
‐
８

８
１
７（
７
月
１
日
以
降
は
☎
２

９
３
７
‐
７
８
６
４
）

本
人
通
知
制
度
に
登
録
を

　

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
第
三
者

に
交
付
し
た
場
合
に
、交
付
し
た

こ
と
を
通
知
す
る「
住
民
票
の
写

し
等
の
第
三
者
交
付
に
係
る
本
人

通
知
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、通
知
を
受
け
る
た
め
に

は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

申
込
み
市
民
課
、各
地
区
セ
ン
タ

ー
、各
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー　

問
合
せ
市
民
課
へ
内
線
１
０
３
３

外
国
人
の
方
も
住
基
カ
ー
ド

の
取
得
が
可
能
に

　

７
月
８
日
㈪
か
ら
、外
国
人
住

民
の
方
に
も
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開

始
し
、住
民
票
コ
ー
ド
が
付
番
さ

れ
ま
す
。７
月
８
日
以
降
に
住
民

票
コ
ー
ド
番
号
を
通
知
し
ま
す
の

で
、こ
れ
に
伴
い
、住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
市
民
課
へ
内
線
１
０
３
４

市
有
地
を
公
売

　

市
有
地
を
入
札
方
式
で
公
売
し

ま
す
。入
札
に
必
要
な
書
類
な
ど

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

所
在
地
広
瀬
東
三
丁
目
１
８
７
番

１　

地
目
宅
地　

用
途
地
域
第
１

種
住
居
地
域　

面
積
４
千
４
・
92

㎡　

申
込
期
間
６
月
21
日
㈮
〜
27

日
㈭
、９
時
〜
16
時（
12
時
〜
13
時

と
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　

入
札
日

時
７
月
９
日
㈫
、11
時
か
ら　

場

所
市
役
所
入
札
室　

最
低
売
却
価

格
２
億
５
千
３
１
１
万
円　

申
込

み
財
産
管
理
課
へ
内
線
３
５
５
４

　

こ
の
土
器
は
、縄
文
時
代
中
期
、約
４
千
３
０
０

年
前
の
も
の
で
す
。千
葉
県
の
加
曽
利
貝
塚
Ｅ
地

点
で
発
掘
さ
れ
た
た
め
、加
曽
利
Ｅ
式
土
器
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。比
較
的
簡
素
で
、口
の
部
分
の
文
様

は
、縄
文
を
施
し
た
後
に
、２
本
の
粘
土
紐ひ

も

を
弧こ

状
じ
ょ
う

に
張
り
つ
け
、接
す
る
部
分
に
渦
巻

の
文
様
を
つ
け
て
い
ま
す
。ま
た
、胴
部
に

も
同
じ
方
法
で
文
様
を
作
り
出
し
て
い
ま

す
。こ
の
時
期
に
な
る
と
、関
東
一
円
で
同

じ
よ
う
な
土
器
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
差
も
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　私たちは、8年
前に結成してか
ら、毎月第3月曜
日に、水野公民
館で、フラワーア
レンジメントを
楽しんでいます。

　メンバーは主婦が中心。日常生活から離れての
集中する時間の中で、きれいな花に癒

いや

されながら、
ぶっちゃけトークでストレスを解消しています。
個性を大切にしながらのレッスンですが、基本も
応用もしっかり身につけられます。同じ花材を使
っても、活

い

ける位置が違うと、まるで違ったイメー
ジができ上がるのが魅力です。
　公民館の文化祭での展示はもちろん、特にクリ
スマスとお正月用のアレンジは、自宅を自分で作
った作品で飾りたいとみんな力を入れています。
問合せ高橋久子さんへ:080‐5014‐6759

狭
山
歴
史
の
し
お
り

狭
山
歴
史
の
し
お
り

　

今
回
紹
介
し
た
土
器
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く

解
説
し
て
い
ま
す
。

●文化財データ
出土年／平成３年
出土場所／丸山遺
跡（柏原）　規格／高
さ29.0㎝　口径24.1
㎝　底径不明　器厚
0.9～1.3㎝

すみれの花束

Vol.381

加加か
そ
り
Ｅ
し
き

曽
利
Ｅ
式

曽
利
Ｅ
式
土
器
土
器

　次回は、北入曽

にお住まいの方を

紹介します。
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市　

政

市　

政

市　

政

毎
日
が

毎
日
が

ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー

剪
せんてい

定が大変。でも、手入れ

をした後はご覧のとおり

【計画期間】平成25年度から29年度

【計画の基本方針】

　本市で成長するすべての子どもが、その成

長過程において出会うべき本と出会い、読書

の楽しさや喜びを実感し、自ら進んで読書に

親しむことで、生涯の読書活動を豊かなもの

にすることを目指します。

募集期限6月28日㈮　閲覧・配布場所中央図

書館、狭山台図書館、市役所2階行政資料室、

各地区センター、ホームページ　提出方法住

所、氏名（法人の場合はその名称と代表者）、電

話番号を記入し、持参か郵送、ファックス、電

子メールで提出（ホームページからも可。様式

不問）　意見の公表市の考え方とあわせてホ

ームページなどで公表

提出先・問合せ中央図書館へ☎2954‐4646

子ども読書活動推進計画（案）への
ご意見をお寄せください


